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y.amo
「4 法人の能力」



間
法
人
の
権

利
能
力
の
制
限

よ
っ
て
制
限
を
・
つ
け
る
。

同
性
質
に
よ
る
制
限
「
法
人
に
は
救
わ
る
べ
き
魂
な
く

、

蹴
ら
る
べ
き
肉
体
も
な
い
」
と
法
格

言
が
い
う

よ
う
に

、

法
人
は
、

自
然
人
と
ち
が
い
生
命

・

肉
体
を
有
し
な
い
か
ら
、

性
、

年
齢
、
親
族
関
係
等
に
関
す
る
権
利
・

義
務
(
親
権
、
後
見
人
と
な
る
権
利
、
生
命
権
)
は
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

法
人
は
、

精
神
的
苦
痛
の
損
害

賠
償
い
わ
ゆ
る
慰
謝
料
請
求
権
の
よ
う
な
権
利
も
享
有
し
え
な
い
と
さ
れ
る

。

V
た
と
え
ば
、
会
社
財
産
の
違
法
差
押
に
つ
き
名
誉
侵
害
に
よ
る
慰
謝
料
請
求
を
求
め
た
事
案
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
法
人
に
精

神
の
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る

〈東
京
控
判
附

一
二
・

二
・

二
四
評
論
二
六
巻
民
三
二
ハ
頁
)。

し
か
し

、
法
人
の
権
利
能
力
は

、

つ
ぎ
の
よ
う
に
そ
の
性
質

・

目
的
・

法
令
に
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同
法
令
に
よ
る
制
限
法
人
の
権

利
能
力
は
、

法
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

、

そ
の
権
利
能

力
の
範
囲
も
法
令
の
制
限
に
服
す
る
。
実
際
に
法
令
の
規
定
で
権
利
能
力
を
制
限
し
た
も
の
は
な
く
、
た
と
え
ば

、

会

社
は
他
の
会
社
の
無
限
責
任
社
員
と
な
る
こ
と

が
で
き
な

い

(
積
五
五
条
)
と
い
う
規
定
の
よ
う
に
、
個別
的
制
限
が
存

す
る
だ
け
で
あ
る
。

同

目

的
に
よ
る

制
限
同
一
定
の
目

的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ

の
権
利
能
力
の
範
囲
も

、

そ

の
目
的
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
る
。
民
法
四
三
条
は
「
法
人
ハ
:
:

:

定
款
又
ハ
寄
附
行
為
ニ

因
リ
テ
定
マ
リ

タ
ル
目
的
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
権

利
ヲ
有
シ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
規
定
し
て

い

る
。
法
人
は

、

そ
の
目
的
の

範
囲
外
の
権
利
能
力
を
享
有
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
育
英
事
業
を
目
的
と
す
る
財
団
法
人
は

、

営
利
事
業

を
営
む
た
め
の
営
業
権
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、

近
時

、

営
利
法
人
に
つ
い
て
は
、

法
人
の
果
た
す
社
会

法
人
は
、




